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§１．研究成果の概要 

 
自然界でセルロースを最も速く分解するシロアリの腸内には、高速セルロース分解菌叢が生息し

ている。これまでの検討により、シロアリ腸内のセルロース分解菌はセルロースを電子供与体として

代謝する際に、得られた電子を細胞外にある電子受容体へ受け渡すことを見出した。ACT-X の研

究ではこの細胞外電子移動の機構解明を目指す。2021 年度は、先行調査として、これまでの細胞

外電子移動過程の機構に関する研究をレビューし、既知と未知の機構をまとめた。執筆したレビュ

ー論文は Bioresource Technology に掲載された。また、本研究のために必要な実験設備（嫌気チ

ャンバーとポテンシオスタット）を整え、細胞表面の酸化還元タンパク質を介した細胞外電子伝達

機構について電気化学測定と生化学分析を用いて検討した。 
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